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皆さま、こんにちは。本日も例会にご出席いただき、誠にありがとうございます。
年度も折り返しを迎え、後半戦に入りました。季節の変わり目ですが、皆さま
お元気でお過ごしでしょうか。

2月8日・9日に2790地区の地区大会が開催されました。ご参加いただいた皆
さま、ありがとうございました。大会を通じて、ロータリーの国際的なネットワークの力
を改めて実感しました。世界各国のロータリアンが共通の価値観のもとに奉仕活
動を展開していることに大いに刺激を受けました。私たちも、地域の枠を超えて広
い視野で活動を続けていきたいです。

2月18日に11グループのインターシティミーティングが開催されました。この日は、東葛グリーンロケッツの
活動紹介がありました。グリーンロケッツは、柏市を含む東葛地域全体を拠点とし、スポーツを通じた社会
貢献に力を入れています。特に、地域の子どもたちへの指導や社会貢献活動には、ロータリークラブとして
も学ぶべき点が多くありました。
また元日本代表のスクラムハーフ・田中史朗選手の講話もありました。田中選手は、小柄ながらも世界
の大舞台で戦い続けたレジェンドであり、その経験を通じた「チームワークの大切さ」や「逆境を乗り越える
力」について語られ、その言葉には、スポーツに限らず私たちの活動にも通じる多くの学びがありました。

本日の例会には、米山奨学生で東京大学大学院博士課程に在籍されている張羽嘉（チャン・ユー
ジャ）さんをお迎えしています。張さんは、中国蘇州からの留学生として東京大学柏の葉キャンパスで
学び、日本で免疫学の研究に取り組まれています。免疫学は、感染症対策や医療の発展に欠かせ
ない分野であり、私たちの健康にも直結する重要な研究です。異国の地で学問を究める努力には、
心から敬意を表します。

 ロータリーは、こうした留学生の皆さんを支援し、国際理解の促進にも力を入れています。張さんには
本日ぜひクラブの皆さまと交流を深めていただき、日本での生活が少しでも実りあるものになることを願
っております。張さん、本日はようこそお越しくださいました。

会長挨拶



●３月ロータリーレート １５０円
●３月４日 例会出席者 １１名

今後の予定
３月１１日（火）通常例会・クラブ協議会
３月１８日（火）祝日休会
３月２５日（火）創立45周年記念式典・

祝賀会

11G インターシティーミーティング

お祝い事
【会員誕生日】
齊藤洋子会員、服部秀雄会員、森秀樹会員
【ご家族誕生日】
髙橋薫会員、小高潔会員、新保貴会員、
服部秀雄会員
【アニバーサリー】
小林義和会員、友野俊政会員

ニコニコ

ワンコインニコニコ
３月４日 1,397円
累計 45,298円

2025年2月18日（火）にハート柏迎賓館で11グループのインターシティ・ミーティングが開催されました。
ここでは日本を代表するラグビー選手であり、スクラムハーフとして活躍した田中史朗氏を迎えての「チームビ
ルディングとラグビー愛」というテーマで努力や経験を、笑顔を交えながら情熱的に語られました。

【事務局】
〒277-0011 千葉県柏市東上町７-１８
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 本日の卓話では、米山奨学生の張羽嘉（チャン・ユージャ）
さんが、日本での生活や研究についてお話しくださいました。
張さんは東京大学大学院博士課程で免疫学の研究を行い、
特に免疫受容体の役割とその制御による治療法の可能性に
ついて探究されています。
張さんは、中国・蘇州市出身で、日本文化や生活への興味
から留学を決意。研究と並行して、米山奨学金活動にも積
極的に参加し、木更津クラブでの邦楽鑑賞や地域交流を通
じて異文化理解を深めてこられました。

将来は、研究を通じた社会貢献や国際交流の促進に携わり、
自身も支援を受けた経験を活かし、誰かを助けられる存在にな
りたいと考えているそうです。張さんの今後の活躍を心から応援
したいと思います。

卓話 張 羽嘉様

田中氏は、伏見工業高校時代に名将・山口良治監督
のもとでラグビーを学び、高校の同級生である櫻谷勉氏
（現・NECグリーンロケッツスタッフ）と今も強い絆でつな
がっていることが紹介されました。ワールドカップにも3大会
連続で出場するなど、小柄ながら世界で活躍してきた田
中氏の話は、非常に感銘を受けました。

鈴木ガバナー補佐はラグビーの大ファンでラグビーの持つ
スポーツマンシップや敬意、助け合いの精神が、ロータリー
クラブの奉仕の理念と共通している点も強調されており、
参加者にとって非常に学びの多い時間となりました。
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